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実践共同体による実践知の創造・共有・継承
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よる検討…………………………… 坂爪　洋美　725

日・米・中の管理職の働き方──ジョブ型雇用を目
指す日本企業への示唆
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その要因──第一子の出産時期に着目して
　……………………………………… 御手洗由佳　715
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（座談会）
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　……… 池田　心豪・貞松　　成・
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　 　　　中原　　淳・原　　有希・山本　陽大　714
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〈AI は働き方をどのように変えるのか〉
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　……………………………………… 石田　信平　714
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その伝統と革新』 ………………… 島貫　智行　717
呉学殊 著『企業組織再編の実像──労使関係の最前

線』 ………………………………… 仁田　道夫　718
黒岩容子 著『EU 性差別禁止法理の展開──形式的

平等から実質的平等へ，さらに次のステージへ』
　……………………………………… 龔　　　敏　720
島田陽一・三成美保・米津孝司・菅野淑子 編著 浅倉

むつ子先生古稀記念論集『「尊厳ある社会」に向け
た法の貢献──社会法とジェンダー法の協働』

　……………………………………… 櫻庭　涼子　722
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　……………………………………… 服部　泰宏　724
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　　…………………………………… 垂見　裕子　725
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ィ・ショックからの成長』 ……… 安達　智子　725

（読書ノート）

安達智子 著『自分と社会からキャリアを考える──
現代青年のキャリア形成と支援』 … 永作　　稔　719

梅崎修・池田心豪・藤本真 編著『労働・職場調査ガ
イドブック──多様な手法で探索する働く人たち
の世界』 …………………………… 冨田　安信　720

酒井正 著『日本のセーフティーネット格差──労働

市場の変容と社会保険』 ………… 梶谷　真也　721

（論文 Today）

ハ イ パ フ ォ ー マ ン ス・ ワ ー ク・ プ ラ ク テ ィ ス
（HPWPs）が障害者雇用率と障害者のウェルビー
イングにもたらす影響…………… 丸山　　峻　714

情緒的サポートによる違い──ワーク・ファミリー・
コンフリクトと，ワーキングマザーの就業による
罪悪感……………………………… 花堂奈緒子　716

消えた格差──ジェンダー・バイアスが「存在する
こと」と「見えること」のあいだ

　……………………………………… 鈴木　恭子　717
育休給付金が世帯の労働供給と子供の長期的アウト

カムに与える影響………………… 浅川　慎介　718
低賃金労働者を巡る労働法制と所得保障法制の接点

──イギリス・ユニバーサルクレジットが提起す
る課題……………………………… 林　健太郎　719

M&A の統合におけるマネジメントの様々な役割──
従業員の抵抗を緩和するため誰が・いつ・何に関
与すべきか………………………… 三浦友里恵　720

なぜ男女差別は起こるのか？──差別の動学理論と
実証分析…………………………… 鳥谷部貴大　721

「私に今必要なのは仕事！」──ペアレンティング・
エデュケーションにおける行動主義的ソリューシ
ョンと構造的問題，そして隠れたカリキュラム

　……………………………………… 柳　煌　碩　722
従業員の沈黙と発言における「構造的対立」──従

業員の沈黙と発言研究のディシプリンの統合
　……………………………………… 辺見　英貴　723
金融危機の雇用への影響──企業が直面する資金制

約からの考察……………………… 福田　　皓　724
労働基準に関する法における精神的ハラスメント規

定の改正──ジェンダーへの一層の感度を求める
呼びかけは聞き入れられるか？ … 日原　雪恵　725

（フィールド・アイ）

シェアリング・エコノミーが普及した訳と法的対応
（北京から③）……………………… 仲　　　琦　714

留学の終焉の時代？（ミュンヘンから①）
　……………………………………… 小西　啓文　716
ドイツでも「ワーク・ライフ・アンバランス」（ミュ

ンヘンから②） …………………… 川田　知子　717
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異邦人としての目から見た社会国家ドイツ（ミュン
ヘンから③） ……………………… 小西　啓文　718

連帯の崩壊？（ミュンヘンから①）
　……………………………………… 後藤　　究　719
ドイツ版「守破離」の思想？（ミュンヘンから②）
　……………………………………… 後藤　　究　720
Dogmatik との対峙？（ミュンヘンから③）
　……………………………………… 後藤　　究　721
ニューヨークのロックダウンを経験して（ニューヨ

ークから①） ……………………… 大理奈穂子　722
アメリカでの求職と就労について（ニューヨークか

ら②） ……………………………… 大理奈穂子　723
アメリカ女性学の現在（ニューヨークから③）
　……………………………………… 大理奈穂子　724

「拍手」で伝えるケア労働者への感謝？──イギリス
でのコロナ感染者の拡大と高齢者介護（ブリスト
ルから①） ……………………… 　山下　順子　725
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